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グググルルルーーーマママリリリーーールルル･･･キキキッッットトト
GreensmasterGreensmasterGreensmaster®®® 800,800,800, 1000,1000,1000, 160016001600
モモモデデデルルル番番番号号号041310413104131

モモモデデデルルル番番番号号号041320413204132

モモモデデデルルル番番番号号号041330413304133

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

付付付属属属部部部品品品表表表
名名名称称称 数数数量量量

刈高アーム 2

フレームアセンブリ（右用） 1

フレームアセンブリ（左用） 1

ベアリングアダプタ 2

スペーサ 4

スロットカバー 2

平頭ネジ 2

ロックナット 4

グルーミングリール・アセンブリ 1

受動プーリ 1

ロックナット 1

駆動プーリ 1

ベルト 1

リングアダプタ 2

オペレーターズマニュアル 1

パーツカタログ 1

組組組みみみ立立立てててののの手手手順順順
重重重要要要 グググルルルーーーマママののの組組組みみみ立立立てててややや操操操作作作ををを行行行ううう前前前ににに、、、必必必
ずずずこここののの説説説明明明書書書ををを全全全部部部読読読んんんでででくくくだだださささいいい。。。こここのののマママ
ニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載ささされれれててていいいるるる組組組みみみ立立立ててて手手手順順順ややや操操操作作作
手手手順順順ををを守守守らららななないいいととと、、、芝芝芝刈刈刈りりり機機機本本本体体体、、、グググルルルーーーマママ、、、
タタターーーフフフなななどどどををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 本文中で使用する「左」・「右」という表現
は、オペレータが芝刈り機の操作位置にいる状
態から見た左右を意味します。

1. 前ローラの左右端部を刈高アームに固定
している固定ねじとジャムナットを外す
（図 1）。

2. 各刈高アームを調整ブラケットに固定して
いるキャリッジボルトとロックナットを外
す（図 1）。刈高アームとローラアセンブ
リを取り外す。

3. グリーンズマスター 1600 では、刈高アーム
から、刈高調整ねじ、ジャムナット、固定ね
じを外す（図 1）。

グリーンズマスター 800 と 1000 では、刈
高ブラケットとサイドプレートに固定して
いるテーパフェースボルト（2本）を取り
外す（図 1）。取り外したボルトを使用し
て、刈高ブラケットを、機体の反対側に取り
付ける。サイドプレートの穴のうち、後ろ
側の穴を利用する。

g017178

1

2

3

4

5

6

図図図 111

1. 刈高アーム 4. 刈高調整ねじ

2. ジャムナットと固定ねじ 5. 刈高ブラケット

3. キャリッジボルト、ワッシャ、
ロックナット

6. テーパフェースボルト

4. グリーンズマスター1600 では、先ほど取り
外した刈高調整ねじ、ジャムナット、固定ね
じを使って、新しい刈高アームとローラアセ
ンブリを取り付ける（図 2）。

グリーンズマスター 800 と 1000 では、先
ほど取り外した刈高あームを取り付ける。両
モデルとも、刈高アームは 図 2 のように
前位置に回して取り付ける。
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1. 刈高アーム（前位置）

5. エンドキャップを左リールベアリングハウ
ジングと機体のサイドプレートに固定してい
るキャップスクリュ（2本）とロックナット
を外す。今後、グルーマを外した場合に備え
て、これらのエンドキャップや取り付けね
じは保管しておく（図 3）。
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図図図 333

1. エンドキャップ 3. スプリングテンションねじ

2. ベッドバー調整フレーム 4. キャップスクリュとワッシャ

注注注 ステップ 6 と 7 は、グリーンズマスター
1000 のうち、シリアル番号が 229999999 未

満の製品にのみ行います；また、グリーンズ
マスター 1600 では、シリアル番号に関わり
なく行ってください。

6. 7/8 インチの標準レンチを使用して、左右の
ベッドバーアジャスタについているスプリン
グテンションねじをゆるめる（図 3）。スラ
ストワッシャがベッドバーに押し付けられな
くなるまでスプリングをゆるめる。

7. 左ベッドバー調整フレームをサイドプレー
トに固定しているキャップスクリュ（2本）
とワッシャを外す（図 3）。

8. 以下の要領で、左グルーミングリールハウ
ジング・アセンブリを左リールフレームに
取りつける：

A. グルーマハウジング・アセンブリにカ
バーを固定しているソケットヘッド
キャップスクリュ（3本）とロックワッ
シャを外す（図 4）。
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1. 左グルーマリールハウジン
グ・アセンブリ

8. スロットカバー

2. ハウジングカバー 9. 取り付けブロック

3. アジャスタリング 10. 調整ノブアセンブリ

4. リールベアリングハウジン
グ

11. ソケットヘッドねじ

5. 平頭ねじ 12. ベレヴィールワッシャ（皿
ばね）

6. ベアリングアダプタ 13. キャップスクリュ

7. スペーサ

B. 各取り付けブロックから、ベレビール
ワッシャ（皿ばね）と 3/8 x 5/8 インチ
キャップスクリュを取り外す（図 4）。

C. リールベアリングハウジングにアダプタ
リングを入れる（図 4 と 図 5）。
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1. ベアリングアダプタ 5. ベアリングロックナット

2. リールベアリングハウジン
グ

6. 受動プーリ

3. 平頭ねじ 7. グルーマ調整ノブ

4. スペーサ 8. アジャスタリング

D. ベアリングアダプタに 3/8 x 2 インチ
の平頭ねじを差し込み、ねじの端部にス
ペーサをセットする（図 4 と 図 5）。

E. ベアリングアダプタ、スペーサ、ねじ
を、グルーマハウジングの青銅製のベア
リングとスロットに合わせる。ベアリン
グアダプタを、スロットから青銅製のベ
アリングとねじに通す（図 4 と 図 5）。

F. 各ねじにスロットカバーを取り付ける；
スロットカバーの曲線側をグルーマハウ
ジングの曲線に合わせる。スロットカ
バーは、曲線側がグルーマハウジングか
ら遠くなるようにセットする（図 4）。

G. リールベアリングハウジングに平頭ね
じを入れる。ねじにロックナットを取り
付けてトルク締めする；23-27 ft.–lb
(31-37 N-m = 3.2-3.7kg.m)（図 4 と
図 5）。

注注注 ロックナットに手が届かない場合に
は、ベッドバーを動かすか外すかしてく
ださい。

9. グルーミングシャフト・アセンブリの一端
部をグルーマハウジング・アセンブリのベア
リングサポートに入れる（図 5）。グルー
マブレードが前向きになっていることを確
認する。

10.グルーマシャフトのねじ山部分にブルーロ
クタイトを塗りつける。グルーマシャフト
に受動プーリ（左ねじ）を取り付ける。ト
ルクレンチに 3/8 インチの六角ソケット

を取り付けて、プーリをトルク締めする；
29-35 ft.–lb （39-47 N-m = 4.0-4.8 kg.m）
（図 4 と 図 5）。

11.左サイドプレートに、調整ノブ取り付けブ
ロックを取り付ける；先ほど取り外した 3/8
x 5/8 インチのキャップスクリュ（1本）と
ベレヴィールワッシャを使用する（図 4）。

注注注 ステップ 12 は、グリーンズマスター
1000 のうち、シリアル番号が 229999999 未
満の製品にのみ行います；また、グリーンズ
マスター 1600 では、シリアル番号に関わり
なく行ってください。

12.サイドプレートに、左ベッドバーアジャス
タフレームを取り付ける；先ほど取り外し
たキャップスクリュとワッシャを使用する
（図 4）。

13.リールシャフトからリールベアリングロッ
クナットを外す（図 5）。リールが回転しな
いように角材などで固定する。

14.左リールシャフトの延長部に駆動プーリを
取り付ける（図 6）。リールが回転しない
ように角材などで固定しておいて、プーリ
をトルク締めする；最低トルクは 17 ft–lb
（23 N-m = 2.4 kg.m）
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1. 駆動プーリ 3. アイドラプーリ

2. 走行ベルト（歯付きベルト） 4. 受動プーリ

15.駆動プーリ、受動プーリ、アイドラに、歯
付きベルトを取り付ける（図 6）。

16.リール駆動部カバーを右サイドプレートに固
定しているキャップスクリュ（4本）を取っ
て、カバーを外す（図 7）。
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1. リール駆動カバー

17.リール駆動ベルトを外す；アイドラプーリ
をゆるめてベルトのテンションをなくして
おいてプーリからリール駆動ベルトを外す
（図 8）。
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1. リール駆動ベルト 3. 駆動プーリ

2. アイドラプーリ 4. フラットヘッド・マシンスク
リュ

18.1/2 インチのドライブラチェットとエクステ
ンションを使って、駆動プーリをリールシャ
フトから取り外す（図 8）。リールが回転し
ないように角材などで固定する。

19.グルーマアームカバーをベアリングハウジ
ングとサイドプレートに固定しているフラッ
トヘッド・マシンスクリュ（2本）を取り外

す（図 8）。グルーマアームカバーを取り外
す；ねじ類は捨てないこと。

注注注 ステップ 20 は、グリーンズマスター
1000 のうち、シリアル番号が 229999999 未
満の製品にのみ行います；また、グリーンズ
マスター 1600 では、シリアル番号に関わり
なく行ってください。

20.右ベッドバー調整フレームをサイドプレー
トに固定しているキャップスクリュ（2本）
とワッシャを外す。

21.以下の要領で、右グルーマプレート・アセ
ンブリを右リールベアリングハウジングに
取りつける：

A. リールベアリングハウジングにアダプタ
リングを入れる（図 9）。
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1. グルーマプレートアダプタ 4. アジャスタリング

2. ベアリングアダプタ 5. グルーマシャフト

3. スペーサ

B. グルーマシャフトにグルーマプレートア
センブリを通す（図 9）。

C. グルーマアームカバーとベアリングアダ
プタに 3/8 x 2 インチの平頭ねじ（2本）
を通す。アダプタをリールベアリングハ
ウジングにセットする前に、各ねじにス
ペーサを入れる。グルーマプレートアセ
ンブリの青銅製のベアリングとリールベ
アリングハウジングにアダプタを入れ
る。平頭ねじにロックナットを取り付け
てトルク締めする；23-27 ft.–lb (31-37
N-m = 3.2-3.7kg.m)（図 9）。

D. グルーマシャフトの右端部をグルーマプ
レート・アセンブリに固定する；1/2 イ
ンチのロックナット（左ねじ）を使い、
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このロックナットを 29-35 ft–lb（39-47
N-m = 4.0-4.8 kg.m）にトルク締めする
（図 9）。

22.右サイドプレートに、グルーマ調整ノブア
センブリを取り付ける；ステップ8B で取り
外した 3/8 x 5/8 インチのキャップスク
リュ（1本）とベレヴィールワッシャを使用
する（図 9）。

注注注 ステップ 23 は、グリーンズマスター
1000 のうち、シリアル番号が 229999999 未
満の製品にのみ行います；また、グリーンズ
マスター 1600 では、シリアル番号に関わり
なく行ってください。

23.サイドプレートに、右ベッドバーアジャス
タフレームを取り付ける；先ほど取り外した
キャップスクリュとワッシャを使用する。

24.駆動ベルトを中間部（駆動プーリと受動プー
リの中間部）を手で押してベルトの張りを
確認する（図 6）。ベルトを 2-4 kg の力
で押したときに、6 mm のたわみが得られる
のが適正である。 張りが適当でない場合に
は、バックサイドアイドラプーリのピボッ
トの六角頭ボルトをゆるめ、アイドラの角
度を調整して適切な張りを出し、ピボット
の六角頭ボルトを 7-10 ft–lbs（9-14 N-m =
1.0-1.4 kg.m）にトルク締めする

25.ハウジングにカバーを取りつける；キット
に入っている新しいソケットヘッドねじ（3
本）とロックワッシャを使用する（図 10）。
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1. ハウジングカバー

26.1/2 インチのドライブラチェットとエクス
テンションを使って、駆動プーリをリール
シャフトから取り外す（図 11）。リールが
回転しないように角材などで固定する。プー
リを 40-60 ft–lbs（54-81 N-m = 5.5-8.3
kg.m）にトルク締めする
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1. 駆動プーリ 3. クイックアップレバー

2. アイドラプーリ 4. 微調整ノブ

27.リール駆動ベルトを元通りに取りつけるプー
リ間の中央でベルトを指で押して点検する；
押す力は 2 ± 0.5 kg程度ベルトのたわみ
が 6 mm 程度あれば適正とする。の力。ベ
ルトのたわみが 6 mm 程度あれば適正とす
る。アイドラプーリの位置を修正してベルト
の張りを調整する。正しい張りが出たら、
ねじを締め付ける。

28.リール駆動カバーをサイドプレートに取り
付ける；先ほど取り外したキャップスクリュ
（4本）を使用する。

29.グルーマの組み立て状態を点検する。左右
のクイックアップレバーを操作してグルー
ミングリールを移動走行位置にセットする
（図 11）。問題があれば修正し、再点検
を行う。

30.グリスガン（手動式）を使って、グルーミ
ングシャフトリールのベアリング（2個；左
右にそれぞれ1個）にグリスを入れる。グリ
スシールを破損させないように、グリスはポ
ンプ回数にして 2-3 回程度にとどめる。

31.左右の刈高アームの中間にローラがくるよ
うに、ローラの位置を調整し、固定ねじと
ジャムナットで位置を固定する。
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運運運転転転操操操作作作
運運運転転転上上上ののの注注注意意意

はははじじじめめめににに

グルーミングはターフの上部、すなわち地表面
よりも上で行う作業です。グルーミングは、芝
草が縦方向に成長することを促進し、芝目を減
らし、ほふく茎を切断することによって密度の
高いターフを作ります。グルーミングを行うこ
とにより、より均一で締まったプレー面とな
り、球走りが速く、また素直な面になります。

バーチカットは、グルーミングよりもきつい更
新作業であり、ターフの上部だけでなく地表面
よりも下のサッチ・マット層まで切り込んで、
サッチを除去します。グルーミングとバーチ
カットは全く異なる作業であり、グルーミング
はバーチカットの代わりにはなりません。グ
ルーミングはターフ「毛並み」を揃える軽い日
常的な保守作業の一つであるのに対して、バー
チカットは実施回数も少なく、またプレー面を
かなり傷つけるきつい作業です。

図図図 121212

1. ほふく茎 2. サッチ

グルーミングブラシは、グルーミングリールよ
りも新しい製品であり、ブレード（刃）を使
う伝統的なグルーミングよりもさらに軽いな
でつけを行うものです。ウルトラドワーフ草
種は、縦伸び傾向が強く、横方向に芽を伸ば
して隙間埋めるのに時間がかかる傾向がある
ので、ブラシによるグルーミングの方が向い
ていると思われます。ただし、ブラシを低く
セットしすぎると芝草の葉身を傷つけやすくな
りますから注意が必要です。

グルーミングは、ほふく茎を切断するという
点ではバーチカットに似ていますが、バーチ
カットやサッチングとは異なり、刃を地中に食
い込ませません。また、バーチカットの場合
よりも刃と刃の間隔がずっと狭いので、ほふ
く茎を効率よく切断することができ、サッチ
をよく取り除きます。

グルーミングといえども芝草の葉をある程度傷
つける作業ですから、ターフに大きなストレス

がかかっている時期にはグルーミングを控える
ことが大切です。クリーピング・ベントグラス
やブルーグラスなどのような寒地型芝草に対
しては、真夏の高温期高湿期のグルーミング
を控えるようにしましょう。

グルーミングには非常に多くの要素が関係し
ますので、グルーマ作業の方法や頻度につい
て特定的な説明をすることはできません。グ
ルーミングに関係する要素としては次のような
ものがあげられます：

• 時期（一年のうちのどの時期か）や天候
パターン

• 各グリーンの総合的なコンディション

• グルーミングや刈り込みの頻度： 週に何回
行うか、また、二度刈りを行うか

• メインリールの設定刈高

• グルーミングリールの設定高さ

• グルーミングを行い始めてどのくらいの
年月が経っているか

• グリーンの草種

• グリーンの芝管理の全体的な方法（散水、
施肥、薬剤散布、コアリング、オーバー
シードなど）

• 通行

• ストレスのかかる季節（高温、高湿、ハイ
シーズンなど）

以上のような因子はゴルフ場ごとに、また、グ
リーンごとに異なるものです。従って、各グ
リーンを毎回よく観察し、そのグリーンについ
てのグルーミングの必要性を十分に検討して
作業を行うことが重要です。

グルーマは、ブレードの間隔を 13 mm にセッ
トして出荷しています。スペーサを抜き取って
代わりにブレードを入れる、あるいはスペー
サを追加することにより、グルーマの刃の間
隔を 6 mm から 19 mm の間で調整すること
ができます。

成長が速い時期（春から初夏まで）には、刃
の間隔を 6 mm にするのが良いかもしれませ
ん。成長が遅い時期（晩夏から冬まで）には、
刃の間隔を 19 mm にするのが良いでしょう。
ストレス期にはグルーマを使用しないほうが
安全です。

注注注 刃の間隔を 6 mm にすると、芝草の葉身へ
の傷も、ほふく茎の切断数も、サッチの除去
量も、9 mm 間隔の場合よりも多くなります。
刃の間隔を 6 mm にしてグルーミングする場
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合には、成長がきわめて速い時期を除いては
1 週間あたり 1 回か 2 回の作業で十分と思
われます。

注注注 グルーマを使用する場合にも、刈り込み方
向は毎回変えるようにしてください。刈り込み
方向を変えることによりグルーミングの効果を
さらに高めることができます。

グググルルルーーーマママののの動動動作作作状状状態態態をををテテテススストトトすすするるる

重重重要要要 グググルルルーーーマママののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ややや過過過度度度ののの使使使用用用
（（（深深深すすすぎぎぎるるる設設設定定定やややグググルルルーーーミミミンンングググ回回回数数数ののの多多多すすすぎぎぎ）））
ははは、、、タタターーーフフフのののススストトトレレレスススををを高高高めめめグググリリリーーーンンンののの品品品質質質
下下下落落落ののの要要要因因因とととなななりりりままますすす。。。グググルルルーーーマママははは注注注意意意深深深くくく
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

実際に使用を開始する前に、グルーマを使用す
るとグリーンがどうなるかを確認しておくこ
とが重要です。トロでは、グルーマについて
正式な使用試験を行うことをお奨めします。
適切な設定を決めるための手順例を以下に説
明します：

1. カッティングユニットのリール（刈り込み
リール）を、グルーマなしで使う場合の普
通の刈高にセットする。前ローラは溝付き
とし、スクレーパを装備する。

2. グルーマリールを、ローラの高さよりも刈
高の 1/2 だけ高くセットする。（たとえば
刈高が 3.2 mm に設定されている場合は、
グルーマをローラよりも 1.6 mm 高くセッ
トする）。

3. テスト用グリーンで1畝だけ試し刈りを行
い、次にグルーマをローラの高さと同じに
セットしてもう1畝の試し刈りを行う。

4. 2つの畝を比較する。最初の設定、すなわち
グルーマの高さを刈高の1/2だけ上げた設定
の方が、2度目の設定よりもずっと刈かすの
収量が少ないはずである。

2-3日後に、テストグリーンを観察する。グ
ルーミングしていない場所と比べて、刈り
跡が黄色や茶色に変色していたら、グルー
ミングがきつすぎると判断する。

注注注 グルーミングを行うと芝生の色は変わ
ります。この現象は最初の作業から観察さ
れ、その後も続いて見られます。慣れてく
ると、この色で（そして他の注意深い観察
も合わせて）、そのグリーンでのグルーミ
ングが適切であるかどうかが判断できるよ
うになります。グルーミングは芝草を立た
せる動作を伴い、またサッチも除去するの
で、グルーマを使用しない芝刈りとは異

なった仕上がりになります。この効果は最
初のグルーマをグリーンで使い始めた最初
の数週間に最も顕著に現れます。

注注注 グルーマを使用する時は、マルチパス
（2度刈り、3度刈り....）は避けてくださ
い。マルチパスでは1回ごとにグルーマがさ
らに深く食い込むようになります。マルチ
パスはお奨めできません。

5. テストグリーンで所望の仕上がり状態を確
認したら、実際のグリーンでのグルーミング
を開始する。ただし、グリーンは１つ１つ
が違うので、グルーミングの結果もそれぞ
れ異なり、また一定とはならない。また、
時期による成長条件も変化することを理解
する必要がある。グリーンの状態をよく観
察し、こまめに調整を行うようにする。

グググルルルーーーマママののの切切切りりり込込込みみみ深深深さささののの設設設定定定

グルーミング高さ（深さ）の設定方法：

1. ローラに異物が付着していないこと、リー
ルが希望の刈高にセットされていることを
確認する。ユニットを水平で平らな作業台
の上に置く。

2. クイックアップレバー（左右とも）を使っ
てグルーマをグルーミング位置まで下げる
（図 13）。

g017189
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図図図 131313

1. クイックアップレバー 2. 微調整ノブ

3. シャフトの一端部で、ブレードの一番低い
切っ先と床との距離を測る（図 14）。微調
整ノブを持ち上げて回す（図 13）と、ブ
レードの先端を上下させることができる。
ノブを一目盛り変えるごとに約 0.17 mm の
上下調整ができる。
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図図図 141414

4. 同じ調整をシャフトの反対側の端で行う。
調整ができたら、元の側の調整を確認し、

5. グルーミングリールを移動走行位置にセッ
トする。

移移移動動動走走走行行行モモモーーードドド

重重重要要要 芝芝芝刈刈刈機機機ををを移移移動動動すすするるるととときききにににははは、、、グググルルルーーーマママ
リリリーーールルルををを上上上昇昇昇位位位置置置（（（移移移動動動走走走行行行位位位置置置）））とととしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。グググルルルーーーミミミンンングググリリリーーールルルををを上上上昇昇昇さささせせせるるるにににははは、、、
左左左右右右のののクククイイイッッックククアアアッッップププレレレバババーーーををを後後後ろろろ向向向きききににに回回回
しししままますすす（（（図図図 131313）））。。。グググルルルーーーミミミンンングググリリリーーールルルををを下下下げげげ
るるるにににははは、、、クククイイイッッックククアアアッッップププレレレバババーーーををを前前前ににに回回回すすす。。。

保保保守守守
洗洗洗浄浄浄
使用後はホースで水洗いします。グルーマのベ
アリングシールに水流を直接当てないように注
意してください。錆の発生を防止するため、水
洗い後は速やかに乾燥させてください。

潤潤潤滑滑滑
グルーミングリールシャフトのベアリング（2
個）にグリスを注入してください（ポンプ1
回）。グリスを入れすぎると、シールが破損
して、運転中にターフにグリスが落ちる恐れ
があります。

注注注 メインリールのベアリングにグリスを注入
する時に、グリスを入れすぎないように十分ご
注意ください；入れすぎると余分のグリスがグ
ルーミングリールのクラッチや駆動ベルトに入
り込んでトラブルを起こす恐れがあります。

グググルルルーーーミミミンンングググ刃刃刃ののの点点点検検検
グルーミングリールの刃は摩耗破損が発生しや
すいので頻繁に点検してください。曲がった刃
はプライヤーなどで修正できます。磨耗した刃
は交換してください。また、この点検の際には
左右のシャフトのナットにゆるみがないかも点
検してください。

注注注 グルーマは、サッチだけでなく砂や異物も
同時にかき出すので、カッティングユニットの
リールや下刃の磨耗が通常よりも早くなること
が考えられます。従ってリールや下刃の点検を
頻繁に行ってください。特に砂の多いグリーン
で、グルーマを低く設定して使用している場合
には点検頻度を多くしてください。

グググルルルーーーミミミンンングググリリリーーールルルののの交交交換換換
グルーミングリールを取り外して個々の刃の交
換を行うことができます。以下に、シャフトの
交換手順を示します：

1. 左側グルーミングリールハウジングカバー
を外す。駆動ベルトのアイドラプーリをゆる
めてベルトを外す。

2. 六角レンチを使用してグルーミングリール
シャフトのプーリを外す。次に、グルーミン
グリールを右ベアリングハウジングブラケッ
トに固定しているロックナットを外す。

3. ボルト（3本）とナットを外すと、右側グ
ルーミングリールハウジングのベアリングブ
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ラケットが外れる。グルーミングリールの
シャフトを取り出す。

4. シャフトの組み立て手順は分解時の逆順で
行う。グルーミング刃についている位置マー
クが、6 角シャフトの 1 面ずつずれてい
くように刃を組む。

5. 駆動プーリとロックナット（左ねじ）をト
ルク締めする；29-35 ft–lbs（39ｰ47 N-m =
4.0-4.8 kg.m）

6. ブロアのベルトの張りを点検する。駆動
プーリと受動プーリとの中間部を 2-4 kg の
力で押した時に、6 mm 程度のたわみがあ
れば適正である。張りが適当でない場合に
は、バックサイドアイドラプーリのピボッ
トねじをゆるめ、アイドラの角度を調整す
る。調整後、ピボットねじを 7-10 ft-lb
（9-14 Nm=1.0-1.4 kg.m）にトルク締めす
る。

7. グリスガン（手動式）を使って、グルーミ
ングシャフトリールのベアリング（2個）
にグリスを入れる。シールを保護するため
に、グリスはポンプ1回だけ注入してくださ
い。グリスを入れすぎると、シールが破損
して、運転中にターフにグリスが落ちる恐
れがあります。

8. グルーミングリールの高さ（深さ）設定を
確認する。
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